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 1. はじめに

　デジタルサイネージ (以下，DS)は，ネットワー
クとディスプレイなどを用いることで，表示する
コンテンツの変更や更新が容易にできる．

　先行研究[1]では，静岡県立大学(以下，本学)の
Web掲示板，動画コンテンツ，天気予報，ニュ
ースといったコンテンツを表示する DSを開発し
た．また，SNS に連動した CGM 機能として，
Twitterを利用した記事投稿システムを開発，運
用した．Twitterを利用する事で，1)DSへの記事
投稿の簡便化，2)DS管理者の負担軽減，3)サー
バレスで運用コスト低減，4)承認プロセスの実装
を Twitterの機能を利用して実現可能，といった
メリットがある．DS利用者が参加可能なシステ
ムとすることで，DSをより身近にし，新鮮な情
報を提供し続けることで，DSへの興味を継続的
に集める効果を期待した．しかし，運用当初こ
そ記事投稿があったが，次第に投稿が減少し，
新鮮な情報を提供するという目的を達成できな
くなってしまった．
　そこで本研究では，DS側から SNSのコンテン
ツを能動的に取得するシステムを開発し，コン

テンツの拡充を図る．また，DSの他のコンテン
ツについても，パブリッククラウドとの連携を

強化し，サーバレス化と DS管理者の負担軽減を
進めたシステムを開発する

 2. 既存システムの改良

 2.1.システム構成

　DS の端末として，HDMI 出力端子をもつ
Android端末と 40インチディスプレイを用意し
た．Android端末とディスプレイを HDMIケーブ
ルで接続し，Android端末に表示された映像をデ
ィスプレイに出力することで複数人が同時にコ
ンテンツを視聴できる．コンテンツの取得には，

本学学部棟の無線 LANを介してインターネット
に接続し，各種サービスに接続することで実現

する．システム構成図を図 1に示す．

 2.2.動画コンテンツ

　先行研究では，動画コンテンツは Android端末
内に置かれていた．動画を更新するには，一度

Android端末を取り外し，PCから動画ファイル
を直接送る必要があった．この方法では，柔軟
に動画コンテンツを入れ替えることができない

だけでなく，DS管理者が直接 DS端末を操作す
る必要があり，管理の手間が大きい．そこで，

動画コンテンツの提供には YouTubeを利用する
ことでこうした問題を解決する．YouTubeを利
用することにより，新たにコンテンツサーバを
設置すること無く動画コンテンツを提供できる．

動画コンテンツの追加は，まず YouTubeに動画
をアップロードし，DSに表示するためのプレイ
リストに追加する．動画の再生順序の変更など
も，プレイリストを変更することで可能である．

DS端末は，このプレイリストを読み込み，動画

を再生する．

 2.3.本日の予定
　本学での行事予定などを表示する．インター

ネットを介し Google カレンダーを利用すること

で，サーバレス化を実現している．

 2.4. Twitter 記事投稿システム
　前述の記事投稿システムでは十分な投稿が集
まらなかったため，本学の広報アカウントや一
般ユーザのツイートから，関連するツイートを
検索しリツイートすることで，コンテンツの拡
充を図った．

 2.5.ニュースコンテンツ

　本学では，イベント情報等を RSSを利用して
配信している．本システムではこれを取得し，
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図 1: システム構成図
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画面下部にテロップとして表示する．
　実機での画面構成を図 2に示す．

 3. Twitter 記事推薦システム

 3.1.概要

　2.4の手法で広報アカウントや，一般ユーザが

投稿したツイートからキーワード検索により本
学に関連するツイートを検索し掲示を行ってい
たが，手作業によってキーワードを設定し検索

するため，DS管理者の負担が大きいという問題
があった．そこで，過去に DSで掲示したツイー
トを利用し，DSへの掲示に適したツイートを推

薦するシステムを開発する．システムのフロー

チャートを図 3示す．

 3.2.ツイートの取得

　ツイートを取得するために，Twitter APIを利
用する．Twitter APIによるツイートの取得では，
一般ユーザの場合，全ツイートの数％しか取得

できない．そのため本システムでは，1)特定のユ

ーザを指定する，2)キーワードを設定し検索する，

という二通りの方法により取得する．まず，DS
に掲示する候補となるツイートを検索をするた

めに，DS管理者が初期キーワードを設定する．

このキーワードは，後述する手法によって自動
的に決定することが可能である．設定したキー

ワードを用いて 2)の方法により検索を実行し，

ツイートを取得する．

 3.3.フィルタリングとリツイート
　検索によって得られたツイートに対しフィル

タリングを行い，DS管理者がツイートを探す作

業を軽減する．3.2で述べた 1)の方法により，DS
のツイッターアカウントの UserTimelineを取得す
る．DSアカウントの UserTimelineには過去に掲

示したツイートが含まれ，この UserTimelineを教

師データとして，ベイジアンフィルタにより掲
載ツイート，不掲載ツイートに分類する．その
後，それぞれを色分けしてユーザに提示する

DS管理者は，実際に掲載すべきかどうかを判断

し，掲載，不掲載を選択する．選択するごとに
フィルタに学習させることで，フィルタリング
精度を改善する．

 3.4.検索キーワード選定
　次にツイートを取得する際に使用する検索キ
ーワードを選定する．過去に掲示したツイート
と前項で新たにリツイートしたツイートを対象
に，頻出する単語や，検索キーワードに関連性

の高い単語を次回キーワードとして DS管理者に
提示する．DS管理者は，提示された語から次回

キーワード選択する．

 4. おわりに

　Twitterに限らず，SNSの情報量は膨大で，人

手で処理をするのは困難である．しかし，その
中に有用な情報が含まれているのも事実であり，
そういった情報をいかにして拾い上げるかが重
要であると考える．本研究では，先行研究で開

発した SNS連動型のデジタルサイネージを対象

に，管理者の負担となること無くコンテンツの
拡充が行える手法を検討した．
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図 3: Twitter 記事推薦システムのフローチャート

図 2: 実機の画面構成
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